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(57)【要約】
　聴覚保護装置が提供される。装置は、上部部分及び底
部部分を有する取り外し可能な圧縮性パッドを含み、圧
縮性パッドは、装置が着用されているときにヘッドバン
ドに固定されるように構成されている。圧縮性パッドは
、快適性の向上及び嵌め合いの改善をユーザに提供する
ことができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　聴覚保護のための装置であって、
　ユーザの耳にフィットするように構成されたキャビティをそれぞれが画定している、第
１及び第２のイヤカップと、
　第１のイヤカップに付けられた第１の端部と、第２のイヤカップに付けられた第２の端
部とを有するヘッドバンドであって、前記ヘッドバンドは、前記第１の端部から前記第２
の端部までのその長さに沿って中心線を有し、前記ヘッドバンドはまた、前方側部、後方
側部、上部側部、底部側部、及び、前記上部側部と前記底部側部との間に延びる厚さを有
し、前記ヘッドバンドは、前記上部側部から前記底部側部までの前記ヘッドバンドの前記
厚さにわたる、前記中心線に沿った１つ以上の開口部を画定している、ヘッドバンドと、
　上部表面及び底部表面を有する取り外し可能な圧縮性パッドであって、前記圧縮性パッ
ドは、前記装置が着用されているときに前記ヘッドバンドに固定されるように構成されて
おり、前記圧縮性パッドは、前記１つ以上の開口部のうち少なくとも１つ以上の開口部の
少なくとも一部分にわたっており、前記底部表面は、前記装置が着用されているときにユ
ーザの頭部に接触するように構成されており、前記圧縮性パッドは、前記ヘッドバンドの
前記１つ以上の開口部に前記圧縮性パッドを締結するように構成されている取り付け構造
体を更に含む、圧縮性パッドと、を備える装置。
【請求項２】
　前記圧縮性パッドは、上部部分及び底部部分を含み、前記取り付け構造体は、前記ヘッ
ドバンドの前記１つ以上の開口部を通して、前記上部部分を前記底部部分に締結するよう
に構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記取り付け構造体は、スナップフィット、圧力嵌め、射出成形されたインサート、面
ファスナー、１つ以上の磁石、摩擦嵌め、ボタン、又は、成形されたインサート及びそれ
と対になった開口部を含む、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記圧縮性パッドの前記底部部分は、第１及び第２の端部領域を有する底部材料層を含
み、前記圧縮性パッドの前記上部部分は、第１及び第２の端部領域を有する上部材料層を
含み、前記第１及び第２の材料層は、それぞれ厚さ、長さ、及び幅を有している、請求項
２に記載の装置。
【請求項５】
　前記底部材料層、前記上部材料層、又は、その両方は、それぞれの層又は両方の層の前
記第１及び第２の端部領域の上に配設されている取り付け手段を含み、前記取り付け手段
は、前記底部材料層を前記上部材料層に固定するように構成されている、請求項４に記載
の装置。
【請求項６】
　前記上部材料層の前記幅は、前記底部材料層の前記幅よりも小さい、請求項４に記載の
装置。
【請求項７】
　前記上部材料層の前記長さは、前記底部材料層の前記長さよりも小さい、請求項４に記
載の装置。
【請求項８】
　前記上部材料層の前記厚さは、前記底部材料層の前記厚さよりも小さい、請求項４に記
載の装置。
【請求項９】
　前記圧縮性パッドの前記上部部分、前記底部部分、又は、上部部分及び底部部分の両方
は、ファブリック、スキンドフォーム、オープンセルフォーム、クローズドセルフォーム
、織布若しくは不織布、織メッシュ若しくは不織メッシュ、天然皮革若しくは合成皮革、
又は、低密度シリコーンを含む、請求項２に記載の装置。
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【請求項１０】
　前記上部部分及び前記底部部分は、互いと異なる材料から作製されている、請求項２に
記載の装置。
【請求項１１】
　前記圧縮性パッドは、前記ヘッドバンドのすべての前記開口部の少なくとも一部分にわ
たっている、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記圧縮性パッドは、前記装置が着用されているときに前記ヘッドバンドの１つ以上の
開口部と位置が合うように構成されている１つ以上の開口部を含む、請求項１に記載の装
置。
【請求項１３】
　前記圧縮性パッドは、前記装置が着用されているときに前記ヘッドバンドの１つ以上の
開口部と位置が合うように構成されている１つ以上の開口部を、前記上部部分及び底部部
分の両方に含み、前記上部部分の前記１つ以上の開口部は、前記底部部分の前記１つ以上
の開口部とは異なるサイズになっている、請求項２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記上部部分と前記底部部分とが互いに取り付けられているときに前記圧縮性パッドを
通して画定されている開口部の数は、前記ヘッドバンドの開口部の数とは異なっている、
請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記圧縮性パッドの前記底部表面は、前記ヘッドバンドの前記底部側部の下方に少なく
とも５ｍｍ延びている、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記圧縮性パッドの前記上部部分は、上部表面及び底部表面を更に含み、前記圧縮性パ
ッドの前記底部部分は、上部表面及び底部表面を更に含み、前記取り付け構造体は、前記
圧縮性パッドの前記上部部分の前記底部表面の上に配設されている、請求項２に記載の装
置。
【請求項１７】
　前記圧縮性パッドの前記上部部分は、上部表面及び底部表面を更に含み、前記圧縮性パ
ッドの前記底部部分は、上部表面及び底部表面を更に含み、前記取り付け構造体は、前記
圧縮性パッドの前記底部部分の前記上部表面の上に配設されている、請求項２に記載の装
置。
【請求項１８】
　前記取り付け構造体は、取り付けデバイスを更に含み、前記デバイスは、一方の端部が
キノコのかさ型の形状をしたインサートを含む、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　聴覚保護のための装置であって、
　ユーザの耳にフィットするように構成されたキャビティをそれぞれが画定している、第
１及び第２のイヤカップと、
　第１のイヤカップに付けられた第１の端部と、第２のイヤカップに付けられた第２の端
部とを有するヘッドバンドであって、前記ヘッドバンドは、前記第１の端部から前記第２
の端部へと中心線を有し、前記ヘッドバンドはまた、前方側部、後方側部、上部側部、底
部側部、及び、厚さを有し、前記ヘッドバンドは、前記上部側部から前記底部側部までの
前記ヘッドバンドの前記厚さにわたる、前記中心線に沿った１つ以上の開口部を画定して
いる、ヘッドバンドと、
　前記１つ以上の開口部の少なくとも一部分にわたっている取り外し可能な圧縮性パッド
であって、前記取り外し可能な圧縮性パッドは、上部表面と、底部表面と、チャネル又は
溝を含む取り付け領域とを有し、前記取り付け領域は、前記上部表面と前記底部表面との
間に配設されており、前記装置が着用されているときに前記圧縮性パッドの前記底部表面
がユーザの頭部に接触するように、前記チャネル又は溝は、前記圧縮性パッドの少なくと
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も一部分を前記１つ以上の開口部の内側に位置決めするように構成されている、圧縮性パ
ッドと、を備える装置。
【請求項２０】
　入力信号を受け取り、出力信号を生成するように構成されているプロセッサと、前記プ
ロセッサからの前記出力を送出するように構成されている、前記装置に配設されたスピー
カとを更に含む、請求項１～１９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２１】
　前記装置に配設されているマイクロホンを更に含み、前記マイクロホンは、環境から入
力音波を拾い、前記入力音波を入力信号に変換するように構成されている、請求項２０に
記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　人々は、うるさい環境又は騒がしい環境にいるときに聴覚保護体を着用することが多い
。聴覚保護体は、ユーザの耳がさらされる雑音の量を低減させることが可能である。しか
し、ユーザは、長期間にわたって聴覚保護ヘッドセットを着用した後に、不快感を経験す
ることが多い。
【発明の概要】
【０００２】
　聴覚保護装置が提供される。装置は、上部部分及び底部部分を有する取り外し可能な圧
縮性パッドを含み、圧縮性パッドは、装置が着用されているときにヘッドバンドに固定さ
れるように構成されている。圧縮性パッドは、快適性の向上及び嵌め合いの改善をユーザ
に提供することができる。ヘッドバンド設計は、圧縮性パッドを収容するための１つ以上
の開口部を有することができる。ヘッドバンドの開口部は、圧縮性パッドが取り外されて
いるときに、熱を消散させることを助けることができる。また、ヘッドバンド開口部は、
キャップ又はハットの頂部から突出する任意のアイテムを収容するための追加的なスペー
スを提供して、そのアイテムがユーザの頭頂部に押し付けられることを防止することによ
って、ベースボールキャップや他のハットを着用しているユーザに対する快適性を改善す
ることを助けることができる。
【０００３】
　一例では、取り外し可能な圧縮性パッドを備える聴覚保護のための装置は、第１及び第
２のイヤカップと、第１のイヤカップに付けられた第１の端部、及び、第２のイヤカップ
に付けられた第２の端部を有するヘッドバンドと、を含む。ヘッドバンドは、第１の端部
から第２の端部まで中心線を有し、ヘッドバンドは、上部側部から底部側部までのヘッド
バンドの厚さにわたる、中心線に沿った１つ以上の開口部を画定している。取り外し可能
な圧縮性パッドは、上部部分及び底部部分を有し、装置が着用されているときにヘッドバ
ンドに固定されるように構成されており、圧縮性パッドは、ヘッドバンドの開口部のうち
少なくとも１つ以上の開口部の少なくとも一部分にわたっている。パッドの底部部分は、
装置が着用されているときにユーザの頭部に接触するように構成されており、上部部分は
、ヘッドバンドの上部表面に接触している。上部部分は、さまざまな取り付け手段によっ
て、ヘッドバンドの１つ以上の開口部を通して、底部部分に締結される。圧縮性パッドは
、向上した快適性を装置のユーザに提供することができる。また、圧縮性パッドは、異な
る頭部サイズについて、装置の嵌め合いの改善を提供することができる。圧縮性パッドは
、１つ以上の開口部を含むことができる。
【０００４】
　ある実施形態では、装置は、取り外し可能な圧縮性パッドを含むことができ、圧縮性パ
ッドは、単一部品の構成体を有している。圧縮性パッドは、上部表面、底部表面、及びチ
ャネル又は溝を含む取り付け領域を備えた単一の部品であってもよく、取り付け領域は、
上部表面と底部表面との間に配設されている。チャネル又は溝は、装置が着用されている
ときに圧縮性パッドの底部表面がユーザの頭部に接触するように、ヘッドバンドの一部分
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の周りにフィットするように、かつ、１つ以上の開口部の内側に圧縮性パッドを位置決め
するように構成され得る。
【０００５】
　一例では、聴覚保護のための装置は、装置に配設されたサウンド入力源、たとえばマイ
クロホンなどを含むこともできる。サウンド入力源は、環境から入力音波を拾い、その入
力音波を入力信号に変換するように構成されている。また、装置はプロセッサを含み、プ
ロセッサは、入力信号を受け取り、出力信号を生成するように構成されている。装置は、
装置に配設されたスピーカを更に含むことができる。スピーカは、プロセッサからの出力
を送出するように構成されている。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
　本実施形態は、以下の図面に関連してより完全に理解され得る。
【図１】実施形態によるヘッドセットの斜視図である。
【図２】実施形態によるヘッドセットの斜視図である。
【図３】実施形態による、特定のヘッドセットコンポーネントの概略図である。
【図４】別の実施形態によるヘッドセットの斜視図である。
【図５】コンフォートパッドの実施形態を示す斜視図である。
【図６】図５の線６－６に沿った、図５のコンフォートパッドの断面の実施形態を示す斜
視図である。
【図７ａ】コンフォートパッドの実施形態の上面図である。
【図７ｂ】ヘッドバンド上のコンフォートパッドの実施形態の断面図である。
【図８】実施形態による、コンフォートパッドのための取り付け手段の断面図である。
【図９】ヘッドバンドに１つ以上の開口部を備えた実施形態を示す、ヘッドセットの斜視
図である。
【図１０ａ】コンフォートパッドの２つ以上の開口部を示す、コンフォートパッドの実施
形態の斜視図である。
【図１０ｂ】コンフォートパッド及びヘッドバンドの２つ以上の開口部を示す、ヘッドバ
ンド上のコンフォートパッドの実施形態の断面図である。
【図１１】ヘッドバンドにコンフォートパッドがない状態のヘッドセットの斜視図である
。
【図１２】図１、図２、及び図９のヘッドセット実施形態の上面図であり、ヘッドバンド
が点線で示されており、ヘッドバンド及びその３つの開口部の状況において、圧縮性パッ
ドを見ることができる図である。
【図１３】図１２のヘッドセット実施形態の側方底面斜視図であり、ヘッドバンドが点線
で示されており、ヘッドバンド及びその３つの開口部の状況において、圧縮性パッドを見
ることができる図である。
【図１４】単独で、ヘッドバンドの残りの部分から分離して示されている、図１２のヘッ
ドセット実施形態の圧縮性パッドの側面図である。
【図１５】単体部品の圧縮性パッドを含む、図１２のヘッドセット実施形態の断面図であ
る。
【図１６】図４及び図１１のヘッドセット実施形態の上面図であり、ヘッドセットの残り
の部分によって画定された単一の開口部の中に位置決めされている圧縮性パッドを示す図
である。
【図１７】図１６のヘッドセット実施形態の側方底面斜視図である。
【図１８】単独で、ヘッドバンドの残りの部分から分離して示されている、図１６のヘッ
ドセット実施形態の圧縮性パッドの側面図である。
【図１９】単体部品の圧縮性パッドを含む、図１６のヘッドセット実施形態の断面図であ
る。　本発明の実施形態にはさまざまな変形例及び代替形態が可能であるが、その具体事
項が例として図面によって示されており、それらについて詳細に説明する。しかし、実施
形態は説明されている特定の実施形態に限定されないことが理解されるべきである。逆に
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本発明は、本発明の趣旨及び範囲内にある変更、同等物、及び代替物を網羅するものであ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本明細書で説明される実施形態は、包括的であることを意図しておらず、又は、以下の
詳細な説明に開示されている正確な形態に特許請求の範囲を限定することを意図していな
い。むしろ、それらの実施形態は、当業者が本実施形態の原理及び実践を認識及び理解す
ることができるように、選択及び説明される。
【０００８】
　本明細書で述べられているすべての公開公報及び特許は、参照により本明細書に組み込
まれている。本明細書で開示されている公開公報及び特許は、それらの開示のためだけに
提供される。本明細書の内容は、本明細書で引用されている任意の公開公報及び／又は特
許を含む、任意の公開公報及び／又は特許に先行する権利を発明者が有さないことを自白
するものとして解釈されるべきではない。
【０００９】
　図１は、聴覚保護ヘッドセット１００の斜視図である。ある実施形態では、ヘッドセッ
ト１００は、イヤカップ１０２及びヘッドバンド１０４を含むことができる。ヘッドセッ
ト１００は、２つのイヤカップ１０２を含むことができる。ヘッドバンド１０４は、第１
のイヤカップ１０２を第２のイヤカップ１０２に連結することができる。ヘッドバンド１
０４はアーチを形成して、たとえば、ヘッドセット１００が使用されている間、ユーザの
頭頂部の上を延びることができる。ヘッドバンドは、一方の端部から別の端部までその長
さに沿って走る中心線を有している。ヘッドバンド１０４は可撓性であり得、たとえば、
ユーザがヘッドセット１００を身に着けているときにユーザが第２のイヤカップ１０２か
ら第１のイヤカップ１０２を広げることを可能にする。ヘッドバンド設計は、シングルバ
ンド、ツインバンド、又は他のものを含むことができる。また、ヘッドバンドは１つ以上
の開口部を含むことができる。
【００１０】
　イヤカップ１０２は、ユーザの耳の周りに少なくとも部分的にフィットするように構成
され得、使用されている間にユーザの頭部の側部に配設され得る。イヤカップ１０２はキ
ャビティを画定することができる。キャビティは、ユーザがヘッドセット１００を着用し
ている間に、ユーザの耳、すなわち、ヒトの耳がその中にフィットするように構成され得
る。イヤカップ１０２はシールリング１０６を含むことができる。シールリング１０６は
、たとえば、ユーザの耳の周りに延びるように、リング形状であってもよい。シールリン
グ１０６は可撓性であり得、ユーザの頭部に適合することができる。シールリング１０６
は、イヤカップ１０２とユーザの頭部との間にシールを提供し、たとえば、ユーザの耳に
到達する雑音又は音波の量を低減させ、それによって、ユーザの耳を外部雑音から少なく
とも部分的に保護することなどが可能である。シールリング１０６は、皮革、布、ゴム、
プラスチック、又はポリマー、たとえばポリウレタンなどを含むことができる。
【００１１】
　ヘッドバンド１０４は、圧縮性材料から作製された圧縮性パッドを含むことができ、た
とえば、ユーザの頭部に少なくとも部分的に適合し、ユーザの快適性を向上させる。「圧
縮性」という用語の使用は、圧力を印加することによってパッドの厚さを減少させること
ができることを意味する。ある実施形態では、圧縮性パッドは、より小さい頭部サイズに
ついてヘッドセットの嵌め合いを改善するために、相対的に厚くすることもできる。圧縮
性パッドは上部層及び底部層を含むことができ、上部層及び底部層は、ヘッドバンドの開
口部を通して互いに締結させられ得る。圧縮性パッドは取り外し可能であり得、それは、
圧縮性パッドをヘッドバンド及び／又はヘッドセットから外して分離することができるこ
とを意味する。また、圧縮性パッドは、１つ以上の開口部を含むことができる。
【００１２】
　耳保護ヘッドセットのいくつかの実施形態は受動型であり、電子コンポーネントを備え
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ていない。耳保護ヘッドセットのいくつかの実施形態は電子コンポーネント及び能動コン
トロールを含み、騒がしい環境の中でユーザが望ましいサウンドをより良好に聴くことを
可能にする。受動型及び能動型の両方の実施形態が、本明細書で説明される圧縮性パッド
を使用することができる。図１及び図２は、電子コンポーネント及び能動コントロールを
備えた能動ヘッドセット１００を示す。代替的な実施形態はより少ない電子コンポーネン
トを含むことができ、又は、電子コンポーネントを欠いてもよい。ヘッドセット１００は
サウンド入力源１０８を含むことができる。一実施形態では、イヤカップ１０２の一方又
は両方がサウンド入力源１０８を含むことができる。ある実施形態では、サウンド入力源
１０８はマイクロホンを含むことができる。ある実施形態では、２つのイヤカップ１０２
のそれぞれに１つのマイクロホン１０８が存在する。ある実施形態では、イヤカップ１０
２の一方又は両方に２つ以上のマイクロホン１０８が存在することができる。一実施形態
では、１つ以上のマイクロホン１０８が、ヘッドセット１００の他の場所に位置付けされ
ている。マイクロホン１０８は、キャビティの反対側のイヤカップ１０２の外側表面に配
設され得る。マイクロホン１０８は、周囲の環境からサウンド及び雑音を拾うことができ
る。マイクロホン１０８は差し込まれて、マイクロホン１０８がイヤカップ１０２の外面
を越えて延びないようにすることができる。２つのイヤカップ１０２を備えた実施形態で
は、各イヤカップ１０２がマイクロホン１０８を含むことができる。２つのイヤカップ１
０２を備えた別の実施形態では、一方のイヤカップ１０２だけがマイクロホン１０８を含
む。２つのイヤカップ１０２を備えた別の実施形態では、１つのマイクロホン１０８がヘ
ッドバンド部分に位置決めされている。マイクロホン１０８によって拾われた雑音及びサ
ウンドは、イヤカップ１０２のキャビティの中のスピーカを通して、ユーザに伝えられ得
る。
【００１３】
　イヤカップ１０２のうちの一方は、ノブ１１０を含むことができる。ユーザは、ノブ１
１０を回転させてヘッドセット１００の電子機器を制御し、たとえば、電子機器を「ＯＮ
」若しくは「ＯＦＦ」にすること、又は、イヤカップ１０２内のスピーカからのボリュー
ムを増加若しくは減少させることができる。
【００１４】
　イヤカップ１０２は入力接続部１１２を含むことができる。入力接続部１１２は、ＡＭ
／ＦＭラジオ、送受信用無線機、ＭＰ３プレーヤ、又は携帯電話などのような外部オーデ
ィオデバイスを、ユーザがヘッドセット１００に接続することを可能とし得る。ユーザは
、イヤカップ１０２の中に配設された１つ以上のスピーカを通して、外部オーディオデバ
イスを聴くことができる。ある実施形態では、入力接続部１１２は３．５ｍｍオーディオ
入力を収容することができる。ある実施形態では、外部オーディオデバイスは、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ接続などのワイヤレス接続を通してヘッドセット１００に接続され得る。ある
実施形態では、ヘッドセットへの入力はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ接続を含むことができる。あ
る実施形態では、外部オーディオデバイスをヘッドセット１００に内蔵させる、又はヘッ
ドセット１００と一体化させることができる。
【００１５】
　イヤカップ１０２は、バッテリコンパートメント２１４を含むことができる。バッテリ
コンパートメント２１４は、１つ以上のバッテリ又はバッテリパックを収納することがで
きる。バッテリは、ヘッドセット１００の電子コンポーネントに電力を供給するために使
用され得る。ある実施形態では、２つの単３形バッテリが、バッテリコンパートメント２
１４の中に配設され得る。ある実施形態では、単３形バッテリは、アルカリ単３形バッテ
リ、カーボン単３形バッテリ、リチウム単３形バッテリ、ニッケル水素単３形バッテリ、
又はニッケルカドミウム単３形バッテリを含むことができる。ある実施形態では、再充電
可能なバッテリパックをバッテリコンパートメントの中に配設することができる。ある実
施形態では、再充電可能なバッテリパックはリチウムイオンセルバッテリを使用すること
ができる。充電ポート２１５は、イヤカップのうちの１つ以上に配設され得る。ある実施
形態では、充電ポートは、再充電可能なバッテリパックを再充電するためのケーブルを受
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け入れるように構成され得る。バッテリドア２１６が、バッテリコンパートメント２１４
を少なくとも部分的に囲むことができる。バッテリドア２１６は、たとえばバッテリを交
換するためなど、バッテリへのアクセスが望まれるときに、ヘッドセット１００から取り
外せるように構成され得る。
【００１６】
　図３は、能動聴覚保護具１０１のいくつかのコンポーネントの概略図である。各イヤカ
ップ１０２は、図３に示すスピーカ２１８を含むことができる。スピーカ２１８は、音波
などのような出力を送出することができる。サウンド入力１０８から入って来るサウンド
及び雑音はプロセッサ２２０へ入力され、たとえば、雑音の少なくともいくらかを排除す
るために処理され、スピーカ２１８を通した出力を送出することができる。本明細書で使
用される場合、サウンドという用語は望ましい聴覚情報を指し、一方、雑音という用語は
望ましくない聴覚情報を指す。スピーカ２１８は、望ましいオーディオなどのようなサウ
ンドをユーザに提供することが可能である。望ましいオーディオは、会話、命令、警報、
又は他の通信、たとえば、２人の人の間の通信などを含むことができる。各マイクロホン
からの入力は、望ましくない騒音などの、雑音の少なくともいくらかを排除するために処
理され得る。望ましくない雑音は、機械的な雑音、換気システムからの雑音、遠方の会話
、衝撃雑音、擦れる音、きしむ音、エンジン雑音、射撃音、爆発音、及び、他の同様の雑
音を含むことが可能である。
【００１７】
　スピーカ２１８は、周囲の環境からサウンド入力１０８によって拾われたサウンドを伝
えることができる。スピーカ２１８は、入力接続部１１２から接続されている外部オーデ
ィオデバイスからのサウンドを伝えることができる、又は、ヘッドセットの中に一体化さ
れたオーディオデバイスからのサウンドを伝えることができる。スピーカ２１８からの出
力は、たとえば、ユーザの耳を保護するために、最大出力レベルに制限され得る。異なる
実施形態では、マイクロホンからのサウンドに起因するスピーカ２１８からの最大出力レ
ベルは、少なくとも８０ｄＢ（Ａ）、９０ｄＢ（Ａ）以下、少なくとも７０ｄＢ（Ａ）、
１００ｄＢ（Ａ）以下、及び、これらの制約の組み合わせであることができる。ある実施
形態では、スピーカ２１８からの出力は、ユーザがボリュームをどれほど高く上げるかに
かかわらず、周辺サウンドレベルが１０６ｄＢ（Ａ）未満であるときには８２ｄＢ（Ａ）
に制限されている。ある実施形態では、スピーカ２１８からの出力は、ユーザがボリュー
ムをどれほど高く上げるかにかかわらず、周辺サウンドレベルが１０６ｄＢ（Ａ）未満で
あるときには８５ｄＢ（Ａ）に制限されている。ある実施形態では、スピーカ２１８から
の出力は、ユーザがボリュームをどれほど高く上げるかにかかわらず、８２ｄＢ（Ａ）に
制限されている。ある実施形態では、スピーカ２１８からの出力は、ユーザがボリューム
をどれほど高く上げるかにかかわらず、８５ｄＢ（Ａ）に制限されている。ある実施形態
では、スピーカ２１８からの出力は、外部オーディオデバイスが入力接続部１１２に接続
されているときには８２ｄＢ（Ａ）に制限され得る。マイクロホン１０８によって拾われ
たサウンドは、スピーカ２１８からの出力として送出される前に処理され得る。この処理
は、たとえば、背景雑音を低減させる、衝撃雑音を抑制する、又は、入力レベルを一定に
維持することによって、ユーザが聴く音の品質又は鮮明さを向上させることができる。２
つのイヤカップ１０３のそれぞれがマイクロホン１０８を有する一実施形態では、入って
来るサウンド及び雑音は単一のプロセッサによって処理される。２つのイヤカップ１０２
のそれぞれがマイクロホン１０８を有する別の実施形態では、入って来るサウンド及び雑
音は別々のプロセッサによって処理される。
【００１８】
　本明細書で説明される個々の特徴は、さまざまな実施形態に存在することができる。ま
た、本明細書で説明される個々の特徴の組み合わせが、さまざまな実施形態の中に存在す
ることができる。圧縮性パッドは、別々の上部層及び底部層を含むことができる。圧縮性
パッドは、ファブリック、スキンドフォーム、オープンセルフォーム、クローズドセルフ
ォーム、織布若しくは不織布、織メッシュ若しくは不織メッシュ、天然皮革若しくは合成
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皮革、又は、低密度シリコーンを含むことができる。圧縮性パッドの上部部分及び底部部
分は同じ材料から作製され得、又は、異なる材料から作製され得る。また、圧縮性パッド
は、異なる材料又は材料の異なる組み合わせから構成された異なる部分又は層を備える複
合構成体であってもよい。これらの異なる材料は、メッシュファブリック、フォーム、ポ
リプロピレン補強材、及びＡＢＳポリマーを含むことができる。ある実施形態では、圧縮
性パッドは、上部から底部へと、以下の材料、すなわち、メッシュファブリックの中へ成
形されたアクリロニトリルブタジエンスチレン（ＡＢＳ）ポリマー取り付け構造体、フォ
ーム、ポリプロピレン補強材、フォーム、及びメッシュファブリックを使用して構築され
得る。一実施形態では、ＡＢＳポリマー取り付け構造体は、ヘッドバンドの開口部に受容
されるピラー又は他の構造体である。圧縮性パッドは、ヘッドバンドの開口部に対応し得
る１つ以上の開口部を含むことができる。圧縮性パッドは、ヘッドバンドのすべての開口
部をカバーすることができ、又は、ヘッドバンドの開口部のうちのいくつかだけをカバー
することができる。
【００１９】
　圧縮性パッドは、１つ以上の開口部を備えたヘッドバンドを含む聴覚保護装置とともに
使用され得る。図４では、聴覚保護装置１１０は、第１及び第２のイヤカップ１１２、並
びに第１の端部１１６が一方のイヤカップに付けられ、第２の端部１１８が他方のイヤカ
ップに付けられているヘッドバンド１１４とともに示されている。ヘッドバンドは、第１
の端部１１６から第２の端部１１８までのその長さに沿って走る中心線を有している。ヘ
ッドバンドは中心線に沿って開口部１２０を有し、開口部は装置のヘッドバンドに固定さ
れた圧縮性パッド１２２によって部分的にカバーされている。ヘッドバンド１１４は、ゴ
ムで外側被覆された材料によって製造されたワイヤーフレームヘッドバンドであってもよ
い。圧縮性パッドは２つの部分、すなわち、装置が着用されているときにユーザの頭部に
接触する底部部分と、ヘッドバンドに接触する上部部分とを含む。圧縮性パッドの上部部
分及び底部部分はまた、ヘッドバンドの開口部のうちの１つ以上を通して上部部分を底部
部分に締結するための取り付け手段を含む。
【００２０】
　圧縮性パッドの上部部分は、図５に示す上部材料層１２２及び底部材料層１２６を含む
ことができる。上部材料層は、第１の端部領域１２４及び第２の端部領域１２５（図７ｂ
に示す）を含む。底部材料層１２６は、第１の端部領域１２７（図７ｂに示す）及び第２
の端部領域１２８を含む。上部層の第１の端部領域は、取り付け手段１３０を使用して、
ヘッドバンド１１４の中の開口部を通して、底部層の第１の端部領域に取り付けられてい
る。図６は、図５に示す圧縮性パッドの実施形態の断面図を示す。ヘッドバンド１１４は
、上部表面１３２及び底部表面１３４を有する。ヘッドバンド上に位置決めされていると
きに、上部層１２２はヘッドバンドの上部表面１３２に接触しており、底部層１２６はヘ
ッドバンドの底部表面１３４に接触している。図５及び図６では、上部層及び底部層はヘ
ッドバンドの開口部１３６を完全にカバーしている。実施形態では、上部層、底部層、又
は、両方の層は、ヘッドバンドの開口部を部分的にのみカバーすることが可能である。図
６では、上部層１２２の幅は底部層１２６の幅よりも小さい。他の実施形態では、２つの
層は実質的に等しい幅を有することができる。上部層１２２の厚さは、底部層１２６の厚
さよりも小さくすることができる。他の実施形態では、２つの層は実質的に等しい厚さを
有することができる。
【００２１】
　底部層１２６は底部表面１３４の下方に延び、クッション性をユーザに提供する。望ま
れるクッション性の量に応じて、底部層がヘッドバンドの底部表面の下方に延び得る距離
は変動し得る。実施形態では、圧縮性パッドの底部層は、ヘッドバンドの底部表面の下方
に、５ｍｍ以上、１０ｍｍ以上、又は２０ｍｍ以上延びることができる。底部層は、ヘッ
ドバンドの底部表面の更に下方に延び、より小さい頭部サイズのためのヘッドバンドにつ
いて改善された嵌め合いを提供することができる。実施形態では、圧縮性パッドの底部層
は、ヘッドバンドの底部表面の下方に、４０ｍｍ以下、３０ｍｍ以下、又は２５ｍｍ以下
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延びることができる。
【００２２】
　図７ａ及び図７ｂは、ヘッドバンド１１４上の圧縮性パッドの異なる図を示す。上部層
１２２はヘッドバンドの上部表面に接触し、底部層１２６はヘッドバンドの底部表面に接
触している。上部層は第１の端部領域１２４及び第２の端部領域１２５を含む。底部材料
層１２６は第１の端部領域１２７及び第２の端部領域１２８を含む。上部層の第１の端部
領域は、取り付け手段１３０を使用して、ヘッドバンド１１４の開口部１３５を通して、
底部層の第１の端部領域に取り付けられている。図７ｂでは、上部層の長さは底部層の長
さよりも小さい。他の実施形態では、２つの層は実質的に等しい長さを有することができ
る。
【００２３】
　圧縮性パッドは、パッドの上部部分を底部部分に締結することができる取り付け手段を
含むことができる。パッドのための取り付け手段は、スナップフィット、圧力嵌め、射出
成形されたインサート、面ファスナー、１つ以上の磁石、摩擦嵌め、ボタン、又は成形さ
れたインサート及びそれと対になった開口部を含むことができる。また、取り付け手段は
、圧縮性パッドをヘッドバンドに固定するために使用され得る。取り付け手段は、ヘッド
バンドの一部分と嵌合してヘッドバンドの１つ以上の開口部の内側に圧縮性パッドを位置
決めするように構成されるチャネル又は溝を有する取り付け領域を含むことができる。た
とえば、チャネル又は溝は、図１２～図１６を参照して更に本明細書で議論されるように
、ヘッドバンドの開口部の縁部と嵌合することができる。
【００２４】
　取り付け手段のために使用される取り付けデバイスは、異なる形状又は独特の形状を含
むことができる。図８は、成形されたインサート及びそれと対になった開口部を取り付け
デバイスとして使用する取り付け手段の実施形態を示す。取り付けデバイスは、上部層１
２２の底部表面１４８と、底部層１２６の上部表面１４６とに配設されている。この実施
形態では、上部層１２２は、底部層１２６のメス型開口部１４４の中にフィットするオス
型インサート１４０を含む。図７ｂ及び図８の実施形態は、一方の端部がキノコのかさの
形状を有するインサートを示しているが、ピラー形状、又は、頂部が平坦なキノコのかさ
の形状などのような他の形状も同様に使用され得る。インサート１４０が上部層１２２か
ら底部層１２６の中へ延びる距離は、使用される材料のタイプ、並びに、上部層及び底部
層の中の材料の厚さに応じて変化することができ、同様に、取り付け手段の中で使用され
る材料のタイプに応じて変化することができる。ある実施形態では、上部層からのインサ
ートは、底部層の厚さ全体にわたって延びることができる。
【００２５】
　圧縮性パッドは、ヘッドバンドに２つ以上の開口部を有する聴覚保護装置内で使用され
得る。ヘッドバンドの各開口部は、同じサイズであってもよく、又は、異なるサイズであ
ってもよい。また、圧縮性パッドは、ヘッドバンドの１つ以上の開口部と位置が合う１つ
以上の開口部を含有することができる。圧縮性パッドの中の追加的な開口部は、たとえば
、ユーザの頭部から熱を逃がすことを助けたり、ユーザが着用し得るキャップ又はハット
から延び得る追加的な突出部を収容したりするなど、圧縮性パッドの快適性品質を改善す
ることができる。ある実施形態では、圧縮性パッドの開口部の数はヘッドバンドの開口部
の数よりも小さい。ある実施形態では、圧縮性パッドの開口部の数はヘッドバンドの開口
部の数よりも大きい。ヘッドバンドに２つ以上の開口部を備えた聴覚保護装置の図を図９
に示す。ヘッドセット１５０は、開口部１５３、１５４、及び１５５を備えたヘッドバン
ド１５２を含む。
【００２６】
　図１０ａ及び図１０ｂは、ヘッドバンドに固定された圧縮性パッドの斜視図を示す。ヘ
ッドバンド１６０は開口部１６１及び１６２を含有する。圧縮性パッドの上部層１６３は
開口部１６４及び１６５を有し、開口部１６４及び１６５はヘッドバンドの開口部よりも
小さいように示されている。他の実施形態では、上部層の開口部はヘッドバンドの開口部



(11) JP 2018-507663 A 2018.3.15

10

20

30

40

50

よりも大きくてもよく、又は、上部層の開口部はヘッドバンドの開口部とおおよそ同じサ
イズであってもよい。底部層１６６は開口部１６７及び１６８を有し、開口部１６７及び
１６８はヘッドバンド開口部１６１及び１６２と位置が合わせられている。図１０ｂに示
す断面図では、示されている底部層開口部は、ヘッドバンド開口部とおおよそ同じサイズ
である。他の実施形態では、底部層の開口部はヘッドバンドの開口部よりも大きくてもよ
く、又は、底部層の開口部はヘッドバンドの開口部よりも小さくてもよい。
【００２７】
　他の実施形態では、装置の中で使用される圧縮性パッドは単一の部品として構築され得
る。このタイプの実施形態では、圧縮性パッドは、上部表面と、底部表面と、上部表面と
底部表面との間に配設されている取り付け領域とを有することができる。取り付け領域は
チャネル又は溝を含むことができ、チャネル又は溝は、装置が着用されているときに圧縮
性パッドの底部表面がユーザの頭部に接触するように、ヘッドバンドの一部分を受容し、
１つ以上の開口部の内側に圧縮性パッドの少なくとも一部分を位置決めするように構成さ
れている。また、圧縮性パッドは２つ以上の取り付け領域を含むことができ、それぞれの
取り付け領域が別々のチャネル又は溝を備えており、別々のチャネル又は溝は、ヘッドバ
ンドの一部分を受容するか又はヘッドバンドの一部分と嵌合して、２つ以上の開口部の内
側に圧縮性パッドの一部分を位置決めするように構成されている。実施形態では、圧縮性
パッドは、たとえば押しつぶすか又は曲げることなどによってパッドを変形させ、パッド
上のチャネル又は溝がヘッドバンドの一部分に当たってフィットすることができるように
開口部の内側に圧縮性パッドを設置することによって、ヘッドバンドの１つ以上の開口部
の中に設置される。ヘッドバンドの開口部の中に設置された後に、圧縮性パッドは次いで
膨張し、ヘッドバンドと圧縮性の嵌め合いを形成し、装置上の適切な場所に圧縮性パッド
を保持することができる。次いで、圧縮性パッドは、たとえば再び押しつぶすことによっ
てパッドを変形させて、パッド上のチャネル又は溝をヘッドバンドから分離させ、次いで
、圧縮性パッドを開口部から引っ張り出すことによって、ヘッドバンドから取り外され得
る。
【００２８】
　ある実施形態では、圧縮性パッドの取り付け領域は、圧縮性パッドの底部表面に使用さ
れている材料とは異なる特性を有する材料を含み、取り付け領域は、嵌め合いを提供する
ために、チャネル又は溝に加えて他の設計を使用することができる。ある実施形態では、
取り付け領域の中で使用される材料は、圧縮性パッドの一部分を１つ以上の開口部の内側
にフィットさせるために使用され得る特定の材料特性を有することができる。ある実施形
態では、１つ以上の開口部の中にフィットする圧縮性パッドの一部分は、ユーザの頭部に
接触する圧縮性パッドの部分に使用される材料よりも堅い材料から構築され得る。そのよ
うな実施形態では、より堅い材料から作製された圧縮性パッドの一部分は１つ以上の開口
部の中にフィットするようにサイズ決めされ得、１つ以上の開口部の中へ押し込まれ、圧
縮性パッドをヘッドバンドの上に位置決めする摩擦嵌めを提供することができる。いくつ
かの実施形態では、ヘッドバンドの材料は軟質の外側被覆材料であり、それは、圧縮性パ
ッドのより堅い材料部分から作製された１つ以上の取り付け構造体を受容する１つ以上の
開口部を画定する。このタイプの実施形態では、摩擦嵌めを強化する変形の要素は、パッ
ドの材料ではなく、ヘッドバンドの材料から生じる。
【００２９】
　図１２～図１５は、ヘッドバンドの中心線に沿って２つ以上の開口部を備えたヘッドバ
ンドを含む装置とともに使用される単一の部品として構築された圧縮性パッドの実施形態
を示す。図１、図２、及び図９は、圧縮性パッドのない状態の、２つ以上の開口部を備え
たヘッドバンドを示す。図１、図２、図９、及び図１２に示すように、ヘッドセットは、
２つの他の開口部よりも大きい中央開口部を備えたヘッドバンドを含む。図１２はヘッド
セットの上面図であり、ヘッドバンドが点線で示され、ヘッドバンド及び３つの開口部の
状況において圧縮性パッドを見ることができるようになっている。圧縮性パッドは、ヘッ
ドバンドの中央開口部の中にフィットしている。圧縮性パッドの上部表面の長さ及び幅は
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中央開口部の長さ及び幅よりも大きくなっており、上部表面が開口部を完全にカバーする
ことを可能にする。他の実施形態では、上部表面の長さ又は幅のいずれかが開口部の長さ
又は幅よりも小さくてもよく、上部表面が開口部の一部分だけをカバーすることを可能に
する。図１３は、図１２のヘッドセット実施形態の側方底面斜視図であり、図１２ではヘ
ッドバンドが点線で示されており、ヘッドバンド及びその３つの開口部の状況において圧
縮性パッドを見ることができるようになっている。図１３では、圧縮性パッドの一部分が
ヘッドバンドの開口部の下にも延びており、着用されたときに圧縮性パッドの底部表面が
ユーザの頭部に接触するように構成されていることを見ることができる。
【００３０】
　単体部品の圧縮性パッドは、パッドの上部表面とパッドの底部表面との間に配設された
取り付け領域を使用して、中央開口部の内側の適切な場所に位置決め及び保持されている
。図１４は圧縮性パッド単独の側面図である。図１４では、取り付け領域は、圧縮性パッ
ドの第１の端部領域から圧縮性パッドの第２の端部領域まで走るチャネル又は溝を含む。
チャネル又は溝は、ヘッドバンドの側部の一部分の周りにフィットするように、及び、圧
縮性パッドの少なくとも一部分をヘッドバンドに対して位置決めするように構成されてい
る。ある実施形態では、チャネル又は溝は、圧縮性パッドの周辺表面の取り付け領域の中
に配設され得る。ある実施形態では、チャネル又は溝は、取り付け領域の周辺表面の全周
囲に沿って走ることができる。開口部の中に位置決めされているとき、圧縮性パッドは、
ヘッドバンドの側部と圧縮性の嵌め合いを形成している。単体部品の圧縮性パッドを含む
装置の実施形態の断面図を図１５に示す。取り付け領域の中のチャネル又は溝は、ヘッド
バンドの側部の一部分の上にフィットしており、圧縮性パッドの上部表面が取り付け領域
の上方にあるように圧縮性パッドを開口部の内側に位置決めし、パッドの底部表面は、装
置が着用されているときにユーザの頭部に接触するように構成されている。圧縮性パッド
の上部表面及び底部表面は開口部よりも幅が広くなっており、したがって、圧縮性パッド
は開口部の幅全体をカバーする。
【００３１】
　図４、図１１、及び図１６～図１９は、単一の長い開口部を備えたヘッドバンドを含む
装置とともに使用される単一の部品として構築された圧縮性パッドの実施形態を示す。図
１６では、ヘッドセットは、ヘッドバンドの第１の端部領域からヘッドバンドの第２の端
部領域までヘッドバンドの中心線に沿って走る単一の開口部を備えたヘッドバンドを含む
。図１６は、図４及び図１１のヘッドセット実施形態の上面図であり、ヘッドセットの残
りの部分によって画定された単一の開口部の中に位置決めされている圧縮性パッドを示し
ている。
【００３２】
　圧縮性パッドは、ヘッドバンドの単一の開口部の中にフィットしている。圧縮性パッド
の上部表面の幅は開口部の幅よりも大きく、上部表面が開口部の幅を完全にカバーするこ
とを可能にする。しかし、圧縮性パッドの長さは開口部の全長よりも小さく、したがって
、ヘッドバンドの第１の端部領域及び第２の端部領域に隣接する開口部の一部分はカバー
されないままになっている。図１７は、図１６のヘッドセット実施形態の側方底面斜視図
である。図１７では、圧縮性パッドの一部分がヘッドバンドの開口部の下にも延びており
、着用されたときに圧縮性パッドの底部表面がユーザの頭部に接触するように構成されて
いる。
【００３３】
　単体部品の圧縮性パッドは、パッドの上部表面とパッドの底部表面との間に配設された
取り付け領域を使用して、開口部の内側の適切な場所に位置決め及び保持される。図１８
では、取り付け領域は、圧縮性パッドの第１の端部領域から圧縮性パッドの第２の端部領
域まで走るチャネル又は溝を含む。チャネル又は溝は、ヘッドバンドの側部の一部分の周
りにフィットするように、及び、圧縮性パッドの少なくとも一部分をヘッドバンドに対し
て位置決めするように構成されている。ある実施形態では、チャネル又は溝は、圧縮性パ
ッドの周辺表面上の取り付け領域の中に配設され得る。ある実施形態では、チャネル又は
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溝は、取り付け領域の周辺表面の全周囲に沿って走ることができる。開口部の中に位置決
めされているとき、圧縮性パッドは、ヘッドバンドの側部と圧縮性の嵌め合いを形成して
いる。単体部品の圧縮性パッドを含む装置の実施形態の断面図を図１９に示す。取り付け
領域の中のチャネル又は溝は、ヘッドバンドの側部の一部分の上にフィットしており、圧
縮性パッドの上部表面が取り付け領域の上方にあるように圧縮性パッドを開口部の内側に
位置決めし、パッドの底部表面は、装置が着用されているときにユーザの頭部に接触する
ように構成されている。圧縮性パッドの上部表面及び底部表面は開口部よりも幅が広くな
っており、したがって、圧縮性パッドは開口部の幅全体をカバーする。
【００３４】
　図１６～図１９の圧縮性パッドは一実施形態において複数の横方向の溝を画定しており
、それは一方の長い側部から他方の長い側部まで延びており、圧縮性パッドの底部表面に
画定されている。
【００３５】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用される場合、単数形の「１つの（a）
」、「１つの（an）」、及び「その（the）」は、その内容が明確に別段の定めをしてい
なければ、複数の指示対象を含むということが留意されるべきである。したがって、たと
えば、「化合物（a compound）」を含有する組成物への言及は、２つ以上の化合物の混合
物を含む。また、「又は」という用語は、その内容が明確に別段の定めをしていなければ
、「及び／又は」を含む意味で概ね用いられるということも留意されるべきである。
【００３６】
　また、本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用される場合、「構成されている
」という語句は、特定のタスクを実施するように又は特定の構成を採用するように構築又
は構成されている、システム、装置、又は他の構造体を説明しているということも留意さ
れるべきである。「構成されている」という語句は、配置されて構成されている、構築さ
れて配置されている、構築されている、及び、製造されて配置されているなどの、他の同
様の語句と置き換え可能に使用され得る。
【００３７】
　本明細書の中のすべての公開公報及び特許出願は、さまざまな実施形態が関連する当業
者のレベルを示している。すべての公開公報及び特許出願は、それぞれの個々の公開公報
又は特許出願が参照により具体的に及び個別に示されている場合と同じ程度に、参照によ
り本明細書に組み込まれている。
【００３８】
　本実施形態は、さまざまな特定の実施形態及び技法並びに好適な実施形態及び技法を参
照して説明されてきた。しかし、特許請求の範囲の趣旨及び範囲の中にある状態で、多く
の変形及び修正を行うことが可能であるということが理解されるべきである。
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